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食品から食中毒菌などの病原菌検査をする
場合は、目的とする細菌が極めて少数しか存
在しないことや、多種類で、かつ類似した細
菌が多く共在していることなどの理由から増
菌培養が行われています。増菌培養には、
目的とする細菌が効率的に分離できるように、
それ以外の細菌の発育を抑制する物質を選
択剤として含有し、目的とする細菌が優位に
発育してくるように工夫をされている液体の増
菌培地が用いられます。
腸炎ビブリオ（Vibrio parahaemolyticus)の増
菌培地には、選択剤として胆汁酸やラウリル
硫酸などの界面活性剤や高濃度の塩化ナト
リウム、高アルカリ、抗生物質などを含有する
増菌培地が開発されています。
代表的な増菌培地としては、食塩ポリミキシ
ンブイヨン培地とアルカリペプトン水がありま
す。
食塩ポリミキシンブイヨン培地は、魚介類や
海水のような他の細菌が多く存在する検体か
ら腸炎ビブリオの増菌培養に適するように工
夫された培地です(表１）。
本培地は、魚介類や海水中に多数存在す
る腸炎ビブリオの類似菌、特にビブリオ アル
ギノリチカス（Vibrio alginolyticus)が優勢に発
育して検査の妨げになることから、これらの
発育を抑制するために抗生物質のポリミキシ
ンが加えられています。
アルカリペプトン水は、代表的なビブリオの
増菌培地で、pH8.6という高いアルカリ性によ
り他の菌を抑制して、ビブリオを優位に発育さ
せます。
本培地は、腸炎ビブリオの至適塩化ナトリ
ウム濃度が2～3%であることから、培地の塩
化ナトリウム濃度を2%として腸炎ビブリオの
増菌培地として適するような培地組成になっ
ています（表２）。
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培養は、35～37℃で8～24時間します。
長く培養すると他の細菌が発育してくる
ので、24時間以内にとどめます。
腸炎ビブリオ食中毒防止対策に伴う食
品、添加物等の規格基準の一部改正（告
示212号，2001年）の腸炎ビブリオ検査で
は、加熱、冷蔵や冷凍などの加工や保存
された食品中の細菌は、弱ったり、傷つ
いた状態になっており胆汁酸や抗生物質
などの選択剤を含む培地では発育してこ
ない可能性がある、いわゆる損傷菌に
なっている点を考慮して、より温和な条件
で培養するために、胆汁酸や抗生物質を
含まないアルカリペプトン水（2%塩化ナト
リウム）を用いて増菌培養することになっ
ています。
ちなみに、腸炎ビブリオは増菌培地の
上層部で発育が旺盛なことから、増菌培
地の上層部より1白金耳採取してTCBS
寒天培地などの分離培地へ接種するよう
にします。

表表表表１１１１ 食塩食塩食塩食塩ポリミキシンブイヨンポリミキシンブイヨンポリミキシンブイヨンポリミキシンブイヨン培地培地培地培地
培地33g/1,000mLあたり

酵母エキス 3.0g
ペプトン 10.0g
塩化ナトリウム 20.0g
硫酸ポリミキシンB 250,000U

pH7.4±0.2

表表表表2222 アルカリペプトンアルカリペプトンアルカリペプトンアルカリペプトン水水水水
培地30g/1,000mLあたり

ペプトン 10.0g
塩化ナトリウム 20.0g

pH8.6±0.2


